
(57)【要約】

【課題】内視鏡用可撓管の長手方向に繰り返し力を加え

ても、外皮が螺旋管から浮いてしまって外皮の表面に皺

が寄ったり、外皮が螺旋管から外れてしまったりするこ

とが少ない内視鏡の可撓管を提供する。

【解決手段】樹脂材料からなる第１樹脂管部と、第１樹

脂管部の外周を覆う金属材料からなるコイル状の螺旋管

と、螺旋管の外囲を覆う樹脂材料からなる第２樹脂管部

と、を有する構成とする。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
樹 脂 材 料 か ら な る 第 １ 樹 脂 管 部 と 、
前 記 第 １ 樹 脂 管 部 の 外 周 を 覆 う 金 属 材 料 か ら な る コ イ ル 状 の 螺 旋 管 と 、
前 記 螺 旋 管 の 外 囲 を 覆 う 樹 脂 材 料 か ら な る 第 ２ 樹 脂 管 部 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 可 撓 管 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 樹 脂 管 部 の 材 料 と 前 記 第 ２ 樹 脂 管 部 の 材 料 と は 同 一 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡
の 可 撓 管 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 樹 脂 管 部 の 樹 脂 と 前 記 第 ２ 樹 脂 管 部 の 樹 脂 は 、 前 記 螺 旋 管 を 構 成 す る コ イ ル の 隙
間 を 通 っ て 相 互 に 結 合 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ 樹 脂 管 部 及 び 前 記 第 ２ 樹 脂 管 部 は 押 し 出 し 成 形 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １
乃 至 請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 。
【 請 求 項 ５ 】
円 柱 状 の 心 金 の 外 周 に 、 樹 脂 材 料 に よ り チ ュ ー ブ 状 の 第 １ 樹 脂 管 部 を 形 成 す る 第 １ 樹 脂 管
部 形 成 工 程 と 、
前 記 第 １ 樹 脂 管 部 の 外 周 に 金 属 線 材 を コ イ ル 状 に 巻 い て 螺 旋 管 を 形 成 す る 螺 旋 管 形 成 工 程
と 、
前 記 螺 旋 管 の 外 囲 に 、 樹 脂 材 料 に よ り チ ュ ー ブ 状 の 第 ２ 樹 脂 管 部 を 被 覆 す る 第 ２ 樹 脂 管 部
形 成 工 程 と 、
前 記 芯 金 を 抜 き 取 る 工 程 と 、
を 有 す る 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ 樹 脂 管 部 形 成 工 程 及 び 第 ２ 樹 脂 管 部 形 成 工 程 は 、 押 し 出 し 成 形 に よ っ て 行 わ れ る
請 求 項 ４ 記 載 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 技 術 分 野 】
本 発 明 は 内 視 鏡 の 可 撓 管 に 関 し 、 特 に 可 撓 管 の 長 手 方 向 に 力 を 加 え て も 外 皮 が 螺 旋 管 か ら
離 れ に く い 可 撓 管 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 及 び そ の 問 題 点 】
従 来 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 ６ ０ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 も っ と も 内 側 に 配 置 さ れ た 螺 旋 管 ６ ２
、 そ の 外 囲 に 配 置 さ れ た 網 状 管 ６ ５ 、 及 び 、 そ の 外 周 に 被 覆 さ れ た 外 皮 ６ ４ か ら 構 成 さ れ
て い た 。 可 撓 管 ６ ０ の つ ぶ れ 防 止 の た め に 設 け ら れ る 螺 旋 管 ６ ２ は 、 金 属 ま た は プ ラ ス チ
ッ ク 製 の 帯 状 部 材 を 一 定 の ピ ッ チ で 螺 旋 状 に 巻 い て 形 成 し た も の で あ り 、 螺 旋 管 ６ ２ の 外
囲 に 被 覆 さ れ る 網 状 管 ６ ５ は 、 金 属 製 ま た は 非 金 属 製 の 複 数 の 素 線 を 並 べ た 素 線 束 を 網 状
に 編 ん で 形 成 し た も の で あ る 。 こ の よ う な 構 成 の 網 状 管 ６ ５ の 外 周 に 対 し て 、 押 し 出 し 成
形 に よ っ て 、 熱 溶 融 性 の 樹 脂 材 料 か ら な る 外 皮 ６ ４ を 直 接 被 覆 し て 可 撓 管 ６ ０ を 形 成 し て
い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し 、 可 撓 管 ６ ０ の 長 手 方 向 に 繰 り 返 し 押 す 力 が 加 わ る 場 合 に お い て は 、 網 状 管 ６ ５ 及
び 外 皮 ６ ４ が 螺 旋 管 ６ ２ か ら 離 れ て し ま い 、 外 皮 ６ ４ の 表 面 に 皺 と な っ て 現 れ る こ と が 多
か っ た 。 こ の よ う な 問 題 は 、 大 腸 用 内 視 鏡 の 可 撓 管 の よ う に 、 可 撓 管 ６ ０ の 長 手 方 向 に 繰
り 返 し 強 い 力 が 加 え ら れ る 場 合 に 顕 著 で あ り 、 外 皮 が 螺 旋 管 か ら 外 れ て し ま う こ と も 少 な
く な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 】
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特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ ６ １ ０ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 目 的 】
そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 長 手 方 向 に 繰 り 返 し 力 を 加 え て も 、 外 皮 が 螺 旋
管 か ら 浮 い て し ま っ て 外 皮 の 表 面 に 皺 が 寄 っ た り 、 外 皮 が 螺 旋 管 か ら 外 れ て し ま っ た り す
る こ と が 少 な い 内 視 鏡 の 可 撓 管 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 概 要 】
上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 に お い て は 、 樹 脂 材 料 か ら な る 第
１ 樹 脂 管 部 と 、 第 １ 樹 脂 管 部 の 外 周 を 覆 う 金 属 材 料 か ら な る コ イ ル 状 の 螺 旋 管 と 、 螺 旋 管
の 外 囲 を 覆 う 樹 脂 材 料 か ら な る 第 ２ 樹 脂 管 部 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 １ 樹 脂 管 部 の 材 料 と 前 記 第 ２ 樹 脂 管 部 の 材 料 と は 同 一 で あ る こ と が 好 ま し く 、 第 １ 樹 脂
管 部 の 樹 脂 と 前 記 第 ２ 樹 脂 管 部 の 樹 脂 は 、 前 記 螺 旋 管 を 構 成 す る コ イ ル の 隙 間 を 通 っ て 相
互 に 結 合 さ れ う る 。 ま た 、 第 １ 樹 脂 管 部 及 び 第 ２ 樹 脂 管 部 は 押 し 出 し 成 形 に よ っ て 形 成 す
る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 は 、 円 柱 状 の 心 金 の 外 周 に 、 樹 脂 材 料 に よ り チ ュ ー ブ 状 の
第 １ 樹 脂 管 部 を 形 成 す る 第 １ 樹 脂 管 部 形 成 工 程 、 第 １ 樹 脂 管 部 の 外 周 に 金 属 線 材 を コ イ ル
状 に 巻 い て 螺 旋 管 を 形 成 す る 螺 旋 管 形 成 工 程 、 螺 旋 管 の 外 囲 に 、 樹 脂 材 料 に よ り チ ュ ー ブ
状 の 第 ２ 樹 脂 管 部 を 被 覆 す る 第 ２ 樹 脂 管 部 形 成 工 程 、 芯 金 を 抜 き 取 る 工 程 に よ り 製 造 す る
こ と が で き 、 第 １ 樹 脂 管 部 形 成 工 程 及 び 第 ２ 樹 脂 管 部 形 成 工 程 は 、 押 し 出 し 成 形 に よ っ て
行 わ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に か か る 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し つ つ 詳 し く 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、
本 実 施 形 態 に か か る 内 視 鏡 １ は 、 生 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 を 外 装 す る 可 撓 管 ２ ０ と 、 可
撓 管 ２ ０ に 連 結 さ れ た 操 作 部 １ ０ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
可 撓 管 ２ ０ の 先 端 に は 、 操 作 部 １ ０ に 設 け ら れ た ア ン グ ル ノ ブ １ １ 、 １ ２ を 操 作 す る こ と
に よ り 所 定 角 度 内 で 屈 曲 可 能 な 湾 曲 部 ４ ０ が 連 結 さ れ て い る 。 湾 曲 部 ４ ０ の 先 端 に は 、 対
物 光 学 系 等 を そ の 内 部 に 備 え る 先 端 部 ５ ０ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ １ ） 可 撓 管 ２ ０ の 構 成
図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 可 撓 管 ２ ０ は 、 も っ と も 内 側 の チ ュ ー ブ 状 の 第 １ 樹 脂 管 部 ２
１ 、 そ の 外 囲 （ 外 周 ） に 巻 か れ た 螺 旋 管 ２ ２ 、 さ ら に 螺 旋 管 ２ ２ の 外 囲 に 被 覆 さ れ た チ ュ
ー ブ 状 の 第 ２ 樹 脂 管 部 （ 外 皮 ） ２ ４ の ３ 層 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
も っ と も 内 側 の 第 １ 樹 脂 管 部 ２ １ は 、 例 え ば ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 を 主 成 分 と す る 素 材 か ら な
り 、 押 し 出 し 成 形 機 で 加 熱 溶 融 さ れ た 素 材 を 心 金 の 外 周 に 直 接 被 覆 し 、 そ の ま ま 冷 却 す る
こ と に よ り チ ュ ー ブ 状 に 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 １ 樹 脂 管 部 ２ １ の 外 周 に 配 置 さ れ る 螺 旋 管 ２ ２ は 、 可 撓 管 ２ ０ の 長 手 方 向 （ ピ ッ チ 方 向
） Ａ に お い て 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 製 ま た は 銅 合 金 製 の 帯 状 部 材 を 間 隙 ２ ３ だ け 空 け て 巻
い て （ ピ ッ チ Ｂ ） コ イ ル 状 に 形 成 し た も の で あ る 。 こ こ で は 、 螺 旋 管 ２ ２ を 構 成 す る 帯 状
部 材 の 幅 を Ｂ と し て い る が こ れ 以 外 の 幅 で も よ い 。 ま た 、 螺 旋 管 ２ ２ は 一 重 に 限 ら れ ず 、
二 重 以 上 に 巻 い た も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
螺 旋 管 ２ ２ の 外 囲 に 被 覆 さ れ る 第 ２ 樹 脂 管 部 ２ ４ は 、 押 し 出 し 成 形 機 で 加 熱 溶 融 さ れ た 素
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材 を 螺 旋 管 ２ ２ の 外 囲 に 直 接 被 覆 し 、 そ の ま ま 冷 却 す る こ と に よ り チ ュ ー ブ 状 に 形 成 し た
も の で あ る 。 よ っ て 、 第 ２ 樹 脂 管 部 ２ ４ は 、 間 隙 ２ ３ の 部 分 も 被 覆 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 ２ 樹 脂 管 部 ２ ４ は 、 第 １ 樹 脂 管 部 ２ １ と 同 じ 素 材 を 用 い て 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 同
じ 素 材 を 用 い る こ と に よ っ て 、 境 界 面 ２ ５ に お い て 第 １ 樹 脂 管 部 ２ １ と 第 ２ 樹 脂 管 部 ２ ４
と の 接 合 が 強 固 な も の と な り 、 こ れ に よ り 第 １ 樹 脂 管 部 ２ １ 、 第 ２ 樹 脂 管 部 ２ ４ 及 び 両 者
に 挟 ま れ た 螺 旋 管 ２ ２ の ３ 者 の 結 合 も 強 く な る 。 よ っ て 、 可 撓 管 ２ ０ の 長 手 方 向 に 繰 り 返
し 力 を 加 え て も 、 第 ２ 樹 脂 管 部 ２ ４ が 螺 旋 管 ２ ２ か ら 浮 い て し ま っ て 第 ２ 樹 脂 管 部 ２ ４ の
表 面 に 皺 が 寄 っ た り 、 第 ２ 樹 脂 管 部 ２ ４ が 螺 旋 管 ２ ２ か ら 外 れ て し ま っ た り す る こ と は 少
な く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 述 の よ う に 、 第 ２ 樹 脂 管 部 ２ ４ の 材 料 は 、 第 １ 樹 脂 管 部 ２ １ の 材 料 と 同 一 で あ る こ と が
好 ま し い が 、 異 な る 材 料 で あ っ て も よ い 。 特 に 、 第 １ 樹 脂 管 部 ２ １ の 材 料 と ほ ぼ 同 じ 融 点
で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ は 、 押 し 出 し 成 形 機 で 加 熱 溶 融 さ れ た 第 ２ 樹 脂 管 部 ２ ４ を 螺
旋 管 ２ ２ の 外 囲 に 被 覆 す る と き に 、 第 １ 樹 脂 管 部 ２ １ の 表 面 が そ の 融 点 付 近 の 温 度 と な り
、 溶 融 し や す く な る た め 、 間 隙 ２ ３ に お い て 第 ２ 樹 脂 管 部 ２ ４ と 第 １ 樹 脂 管 部 ２ １ が 密 接
に 接 合 し や す く な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 第 ２ 樹 脂 管 部 ２ ４ の 材 料 と 第 １ 樹 脂 管 部 ２ １ の 材 料 の 融 点 が 異 な る 場 合 で あ っ て も
、 第 １ 樹 脂 管 部 ２ １ の 材 料 の 融 点 よ り 高 い 融 点 を 有 す る 材 料 を 第 ２ 樹 脂 管 部 ２ ４ に 用 い る
こ と が で き る 。 第 ２ 樹 脂 管 部 ２ ４ を 被 覆 す る と き に 第 １ 樹 脂 管 部 ２ １ の 表 面 が 溶 融 し や す
い た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ ２ ） 可 撓 管 ２ ０ の 製 造 工 程
可 撓 管 ２ ０ の 製 造 工 程 は ふ た つ の 押 し 出 し 成 形 工 程 と 螺 旋 管 ２ ２ の 形 成 工 程 と か ら な り 、
図 ４ に 示 す よ う に 順 次 積 層 す る こ と に よ っ て 、 可 撓 管 ２ ０ は 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま ず 、 押 し 出 し 成 形 機 に よ り 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う な 円 柱 状 の 心 金 ３ ０ の 外 周 上 に 加 熱
溶 融 し た 第 １ 樹 脂 管 部 ２ １ を 所 定 の 厚 さ だ け 被 覆 し 、 そ の ま ま 冷 却 さ せ る （ 図 ４ （ ｂ ） ）
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
つ づ い て 、 帯 状 部 材 で あ る 螺 旋 管 ２ ２ を 、 ピ ッ チ Ｂ で 可 撓 管 ２ ０ の 長 手 方 向 Ａ に 巻 く こ と
に よ っ て 第 １ 樹 脂 管 部 ２ １ の 表 面 上 に 形 成 す る （ 図 ４ （ ｃ ） ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ の 後 、 再 び 、 押 し 出 し 成 形 機 に よ り 、 螺 旋 管 ２ ２ の 外 囲 に 加 熱 溶 融 し た 第 ２ 樹 脂 管 部 ２
４ を 所 定 の 厚 さ だ け 被 覆 し 、 そ の ま ま 冷 却 さ せ る （ 図 ４ （ ｄ ） ） 。 最 後 に 心 金 ３ ０ か ら 可
撓 管 ２ ０ を 引 き 取 っ て 可 撓 管 ２ ０ の 形 成 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 実 施 形 態 に お い て は 、 押 し 出 し 成 形 に よ っ て 可 撓 管 ２ ０ を 形 成 し た が 、 ほ か の 方 法 例 え
ば 射 出 成 形 に よ っ て も 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 に つ い て 上 記 実 施 形 態 を 参 照 し つ つ 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ
る も の で は な く 、 改 良 の 目 的 ま た は 本 発 明 の 思 想 の 範 囲 内 に お い て 改 良 ま た は 変 更 が 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ る と 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 長 手 方 向 に 繰 り 返 し 力 を 加 え て
も 、 外 皮 が 螺 旋 管 か ら 浮 い て し ま っ て 外 皮 の 表 面 に 皺 が 寄 っ た り 、 外 皮 が 螺 旋 管 か ら 外 れ
て し ま っ た り す る こ と が 少 な い 内 視 鏡 の 可 撓 管 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 内 視 鏡 の 主 要 部 の 概 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 構 成 部 材 を 一 層 ず つ 順 に は が し て 示
し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の III－ III方 向 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 製 造 工 程 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 構 成 部 材 を 一 層 ず つ 順 に は が し て 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 内 視 鏡
２ ０ 　 可 撓 管
２ １ 　 第 １ 樹 脂 管 部
２ ２ 　 螺 旋 管
２ ４ 　 第 ２ 樹 脂 管 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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